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日向灘と馬毛島から得られた九州と大隅諸島初記録のシロカグラ，
ならびに宮崎大学に所蔵されていたサメ類標本の再同定から得られた新知見

黒木健介 1・本村浩之 2

Two specimens (563.0–1096 mm total length) of the Bigeye 
Sixgill Shark Hexanchus nakamurai Teng, 1962 (Hexanchidae) 
were collected from Mage-shima island, Osumi Islands, Ka-
goshima Prefecture and the coast of Nichinan City, Miyazaki 
Prefecture, Japan. The Mage-shima specimen was previously re-
corded as H. griseus (Bonnaterre, 1788). The two specimens, de-
scribed here in detail, represent the first records of H. nakamurai 
from the Osumi Islands and Kyushu, respectively. Examination 
of shark specimens deposited in fish collection of the University 
of Miyazaki (now all transferred to the Kagoshima University 
Museum) revealed that a single specimen of the Long-nose Saw-
tail Catshark Galeus longirostris Tachikawa and Taniuchi, 1987 
(Pentanchidae) represents the first record of the species from 
the Kyushu-Palau Ridge. In addition, examination of specimens 
previously identified and recorded as Triaenodon obesus (Rüp-
pell, 1837) and Carcharhinus melanopterus (Quoy and Gaimard, 
1824) from Hyuga-nada, eastern Kyushu showed them to be 
several different species; thus, there were no records of the two 
species in eastern Kyushu.

 Author & Article Info
1 鹿児島大学水産学部（鹿児島市）

k8863396@kadai.jp
2 鹿児島大学総合研究博物館（鹿児島市）

motomura@kaum.kagoshima-u.ac.jp (corresponding author)

Received	 22 August 2026
Revised 	 01 September 2026
Accepted	 01 September 2026
Published	 02 September 2026
DOI	 10.34583/ichthy.71.0_1

Kensuke Kurogi and Hiroyuki Motomura. 2026. First records of Hexanchus na-
kamurai (Hexanchidae) from Kyushu and the Osumi Islands, Japan, and notes on 
new findings based on re-identifications of specimens deposited in the fish collection 
at the University of Miyazaki. Ichthy, Natural History of Fishes of Japan, 71: 1–7.

 Abstract

カグラザメ科カグラザメ属魚類（Hexanchidae: Hexan-

chus Rafinesque, 1810） は 現 在 3 有 効 種 が 知 ら れ て お り

（Daly-Engel et al., 2018; Ebert et al., 2021），そのうち日本

にはカグラザメ H. griseus (Bonnaterre, 1788) とシロカグ

ラ H. nakamurai Teng, 1962 の 2 種が分布する（波戸岡ほ

か，2013；仲谷，2016）．シロカグラはインド・西太平洋

の温帯から熱帯にパッチ状に記録されており（Ebert et al., 

2021），国内においては小笠原諸島，八丈小島，高知県

沖，奄美大島，波照間島西方，沖縄舟状海盆から知られる

（Taniuchi and Tachikawa, 1991；波戸岡ほか，2013；萬代，

2019；下瀬，2021；東京都島しょ農林水産総合センター，

2026）．

2015 年 7 月に大隅諸島馬毛島から 1 個体のシロカグラ

が採集された．本標本は Motomura (2023) によってカグラ

ザメ H. griseus として報告されたが，本研究によりシロカ

グラに再同定された．また，宮崎大学農学部水産科学講

座（MUFS）に所蔵され，2022 年 8 月に宮崎大学から鹿児

島大学総合研究博物館に移管・再登録された標本のうち，

2011 年 5 月に宮崎県日南市から採集された 1 標本がシロ

カグラに同定された．これらの標本はそれぞれ大隅諸島お

よび九州本土における初記録であるためここに報告する．

さらに，宮崎大学魚類標本のサメ類標本の再同定を行った

ところ，新たな知見がいくつか得られたため，合わせてこ

こに報告する．

材料と方法
計 数 と 計 測 は Taniuchi and Tachikawa (1991) と 畑 ほ か

（2024）にしたがった．計測はノギスおよび巻き尺を用い

て 0.1 mm 単位もしくは 1 mm 単位までおこなった．標本

の作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）に準

拠した．生鮮時の体色の記載は，固定前に撮影されたカ

ラー写真（Fig. 1）に基づく．本報告で用いられた標本は，

鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に保管されている．

宮崎大学に所蔵されていた標本の標本番号については，本

研究において KAUM–I. XXXX (MUFS XXXX) と表記した．

Hexanchus nakamurai Teng, 1962

シロカグラ
（Fig. 1; Table1）

標本　2 個体（全長 563.0–1096 mm）：KAUM–Ⅰ. 76743，雄，

全長 1096.0 mm，鹿児島県西之表市　大隅諸島馬毛島の北

方，水深 130 m，延縄，2015 年 7 月 6 日，第 3 鳳洋丸が漁
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獲後，高山真由美氏により寄贈；KAUM–Ⅰ. 186950 (MUFS 

39353)，雌，全長563.0 mm，宮崎県日南市南郷町目井津沖（南

郷大島から北東に 400 m），水深 8–50 m，定置網，2011 年

5 月 24 日，宮崎大学．

記載　各体部の計測値と全長に対する割合を Table 1 に

示した．体は紡錘形．体背縁は吻端から胸鰭基底後端直上

まで緩やかに上昇し，そこから尾柄部にかけて下降する．

体腹縁は吻端から胸鰭基底後端から腹鰭起部間の中央付近

にかけて緩やかに下降し，そこから尾柄部まで上昇する．

吻はやや短く，口前吻長は口幅の 1/2 で，その先端は丸い．

眼は大きく，前後方向に長い楕円形で，瞳孔は円形．眼の

前端は口裂の前端直上よりも前方に位置し，後端は口裂の

前端直上と後端直上の間に位置する．眼は腹面からわずか

に見える．眼の後端より前の頭部全体にロレンチーニ瓶が

分布する．鼻孔は楕円形で，吻端付近に位置し，頭部正面

側に開口する．噴水孔は極めて小さく，口裂の後端よりや

や後方かつ眼より上方に位置する．口裂は強いアーチ状を

呈し，口幅は口長（mouth length）の 1.6 倍．歯の形状は

上顎と下顎で異なり，上顎前歯では鉤状の単頭歯で，そこ

から遠心側に行くにつれ主咬頭の遠心側に 3–5 の副咬頭を

もつ多咬頭歯に変化する．下顎正中歯は 7 咬頭を有する．

正中歯の遠心側には，咬頭数 6–8 の櫛状の大きな多噛頭歯

が 5 列並ぶ．噛頭の高さは第 1 咬頭から遠心にかけて順次

低くなる．櫛状の大きな多噛頭歯の遠心側には，噛頭の高

さが著しく低い，極めて小さな歯が 3 列並ぶ．噴水孔の直

上付近から尾鰭上葉末端にかけて側線がある．鰓孔は 6 対．

背鰭は 1 基で棘はない．背鰭起部は腹鰭後端よりやや前方

の直上に，基底後端は臀鰭起部のやや後ろの直上にそれぞ

れ位置する．背鰭は前後方向に長い三角形．その高さは低

く，全長の 3.3–3.5%．背鰭後葉は伸長せず，短い．臀鰭

起部は背鰭基底中央部より後ろの直下に位置する．臀鰭は

前後方向に細長い二等辺三角形で，その高さは背鰭より低

く，全長の 1.9–2.1%．胸鰭起部は第 6 鰓孔の後方に位置

する．胸鰭の形状は正三角形．腹鰭は前後方向に細長い三

角形で，両縁辺は直線状．KAUM–Ⅰ. 76743 はクラスパー

を有し，クラスパーと腹鰭内角が癒合する．尾柄部は細長

く，背鰭基底後端から尾鰭上葉起部までの長さは背鰭基底

長の 1.8–2.0 倍．尾鰭は異尾で，下葉に比べて上葉が著し

く長い．上葉には欠刻を有する．尾鰭上葉欠刻部より後方

（terminal lobe）は三角形．

色彩　生鮮時（Fig. 1A–C）― 体背面は一様に灰赤色で，

体腹面は一様に白色．虹彩は茶色みがかった灰色で，虹彩

の外側は上部のみ黒褐色で縁取られる．背鰭は灰色で，基

底部が灰赤色，後縁は白色．胸鰭は灰赤色で，基底部が濃

い灰赤色，後縁は白色．腹鰭は灰色で，基底部と後縁は白色．

臀鰭は灰赤色で，基底部と後縁は白色．尾鰭は薄い灰赤色

で，後縁側では灰色を呈し，縁辺は白く縁どられる．背鰭

前縁から後縁にかけて，胸鰭腹面側，臀鰭前縁，下顎付近

には黒い粒子状の斑紋がある．

固定後（Fig. 1D, E）― 体背面は灰色．体腹面は一様に

クリーム色を呈する．KAUM–Ⅰ. 76743 の虹彩は暗灰色で，

虹彩の外側は黒色で縁取られる．KAUM–Ⅰ. 186950 の虹彩

Fig. 1. Photographs of specimens of Hexanchus nakamurai from Japan. A–C: KAUM–I. 76743, fresh male, 1096 mm TL, collected 
from Mage-shima island, Osumi islands, Kagoshima Prefecture; D, E: KAUM–I. 186950, preserved female, 563 mm TL, collected 
from Nichinan City, Miyazaki Prefecture (A: lateral view; B, D: dorsal views; C, E: ventral views).
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Table 1. Proportional dimensions in percentages of total length of Hexanchus nakamurai and Galeus longirostris from Japan.
Hexanchus nakamurai Galeus longirostris

KAUM–I. 76743 KAUM–I. 186950
(MUFS 39553)

KAUM–I. 177989
(MUFS 7076)

Mage-shima island, Kagoshima Nichinan, Miyazaki Kyushu-Palau Ridge
Total length (TL; mm) 1096 563 582
Snout tip to:
  outer nostril 1.4 0.8 4.5
  eye 4.0 3.8 7.5
  spiracle 12.2 12.7 12.1
  mouth 4.6 5.6 8.0
  1st gill-opening 14.7 14.4 16.9
  5th gill-opening — — 22.2
  6th gill-opening 18.1 24.2 —
  pectoral origin — — 21.4
  pectoral insertion 23.6 24.5 —
  pelvic origin — — 37.2
  pelvic insertion 46.2 45.8 —
  1st dorsal fin origin 48.4 47.2 44.0
  2nd dorsal fin origin — — 64.5
  anal fin origin 54.0 50.1 57.2
  upper caudal origin 64.9 61.8 75.8
Distance between bases:
  1st and 2nd dorsal — — 12.5
  dorsal and caudal 10.9 10.5 —
  2nd dorsal and caudal — — 4.5
  pectoral and pelvic 18.3 15.1 11.8
  pelvic and anal 6.6 4.2 11.6
  anal and caudal 7.5 7.5 4.2
Distance between inner corners of nostrils 3.7 4.5 2.8
Mouth:
  width 9.1 10.4 7.5
  length 5.6 6.6 —
Labial furrow lengths:
  upper — — 2.5
  lower — — 2.7
Gill-opening lengths:
  1st 4.9 5.5 1.3
  5th — — 1.6
  6th 2.7 3.7 —
Orbit:
  horizontal diameter 3.2 4.5 3.8
  vertical diameter 1.7 2.0 —
1st dorsal fin:
  overall length 7.3 6.9 8.3
  base length 6.1 5.3 6.4
  height 3.3 3.5 4.9
2nd dorsal fin:
  overall length — — 9.4
  base length — — 6.9
  height — — 3.8
Anal fin:
  overall length 6.8 5.8 12.7
  base length 5.5 4.4 11.2
  height 1.9 2.1 4.2
Pectoral fin:
  anterior margin length 11.4 12.6 10.6
  base length 6.7 5.2 6.7
Pelvic fin:
  overall length 10.1 9.7 13.6
  base length 6.6 6.6 —
  clasper length 4.6 — 14.4 (outer margin)
Caudal fin:
  dorsal lobe length 32.0 38.8 24.3
  ventral lobe length 8.4 7.8 6.9
Length of posterior margin of dorsal head 
area where ampullae of lorenzini scattered — — 2.4
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は灰色．KAUM–Ⅰ. 76743 の背鰭は灰色で，基底部がオリー

ブ色，後縁が白い．KAUM–Ⅰ. 186950 の背鰭は薄い灰赤色

で，後縁がクリーム色．KAUM–Ⅰ. 76743 の胸鰭は薄い灰

赤色で，KAUM–Ⅰ. 186950 の胸鰭は紫褐色．胸鰭縁辺はク

リーム色．KAUM–Ⅰ. 76743 の臀鰭は灰赤色かつ基底部が

クリーム色で，KAUM–Ⅰ. 186950 の臀鰭はクリーム色．両

者ともに臀鰭後縁は白色．KAUM–Ⅰ. 76743 の尾鰭は灰色

がかったクリーム色で，縁辺がクリーム色を呈し，上葉

先端はやや濃色．KAUM–Ⅰ. 186950 の尾鰭は灰赤色で，縁

辺は白く縁どられ，上葉先端は黒色を呈する．KAUM–Ⅰ. 

76743 では，背鰭前縁から後縁にかけて，胸鰭腹面側，臀

鰭前縁，尾鰭下葉前縁と上葉背縁部，下顎付近には黒い粒

子状の斑紋が見られる．

分布　本種はインド・西太平洋の温帯から熱帯にパッ

チ状に記録されている（Ebert et al., 2021）．国内において

はこれまで，高知県沖，八丈小島，小笠原諸島，奄美大

島，波照間島西方沖，沖縄舟状海盆から記録されている

（Taniuchi and Tachikawa, 1991；波戸岡ほか，2013；萬代ほ

か，2019；下瀬，2021；東京都島しょ農林水産総合センター，

2026）．本研究により新たに鹿児島県の馬毛島および宮崎

県日南市からも確認された．

備考　本標本は背鰭が 1 基のみであること，下顎に櫛

状の大きな歯が片側に 5 列並ぶこと，鰓孔が 6 対あること，

背鰭基底後端から尾鰭上葉起部までの長さが背鰭基底長よ

り長いこと，カグラザメと比較して，相対的に吻が細いこ

と，採集地が北西太平洋であることが，Compagno (1984)，

波戸岡ほか（2013），および Ebert et al. (2021) の示したシ

ロカグラ Hexanchus nakamurai の特徴とよく一致したため，

本種に同定された．

馬毛島産標本（KAUM–Ⅰ. 76743）は種子島と馬毛島の

魚類リスト（Motomura, 2023）の中でカグラザメ H. gri-

seus として報告されたが，本研究によりシロカグラに再

同定された．種子島から得られた魚類の追加種を報告し

た是枝ほか（2026）は，馬毛島からのみ得られている魚

種として Motomura (2023) を引用してカグラザメを挙げた

が，Motomura (2023) が馬毛島から報告したカグラザメは

KAUM–Ⅰ. 76743 のみであることから，同海域においてカ

グラザメの記録はない．さらに，これまで大隅諸島におけ

るシロカグラの記録はないことから，本標本は大隅諸島に

おける本種の初記録である．また，宮崎県産標本（KAUM–Ⅰ. 

186950）は日向灘の魚類リスト（Iwatsuki et al., 2017）に

掲載されておらず，シロカグラも記録されていなかった．

また，九州における魚類の出現記録を精査したところ，同

様に本種の記録はなかったため，本標本は同県および九州

からの初めての記録となる．

Ebert et al (2021) は H. nakamurai では口幅が口長の 1.5

倍以下であるとしたが，KAUM–Ⅰ. 76743, 186950 では 1.6

倍であったことから，実際にはより大きな変異幅をもつ可

能性がある．なお，同文献で示された H. nakamurai の図

はエドアブラザメ Heptranchias perlo (Bonnaterre, 1788) の

図と同一であり，これは誤植であると考えられる．

シロカグラは従来，世界中の温帯から熱帯海域にまば

らに分布する単一種として認識されてきた（Compagno, 

1984）．しかし，西大西洋から記録された個体群は，イン

ド洋や太平洋に分布する個体群とは遺伝的に異なる別種で

あると結論付けられ，前者には H. nakamurai の新参異名と

されてきた H. vitulus Springer and Waller, 1969 が有効名と

して適用された（Daly-Engel et al., 2018）．なお，H. vitulus

を有効種とみなした Daly-Engel et al. (2018) は，H. vitulus

と H. nakamurai のミトコンドリア DNA の 2 領域（NADH2, 

COI）を用いた比較のみを行なっており，形態学的比較を

行わなかった．したがって，両種の外部形態に基づく形態

的差異は明らかになっておらず，Ebert et al. (2021) は現在

これら 2 種を区別する方法は分布域の違いのみであるとし

た．

Ebert et al. (2021) は H. vitulus が地中海にも分布すると

したものの，Finucci et al. (2024) は出典不明の海域として

地中海と黒海を挙げ，メキシコ湾からベネズエラまでの海

域を分布域として図示した．地中海と黒海の板鰓類につ

いてまとめた Serena (2005) は本種（H. nakamurai として）

を地中海から報告しているが，示された写真個体の詳細

な採集地や過去の詳細な地中海からの記録は不明である．

Damalas and Megalofonou (2012) はクリティ島から 1 個体の

H. nakamurai を報告したものの，写真や図は示されていな

かった．さらに，Bakiu et al. (2018) と Bengil et al. (2020) は

それぞれアルバニアとレバント海から H. nakamurai を報

告したが，前者はシロカグラに比べ吻が幅広く，短いこと

でカグラザメ，後者は鰓孔が 7 対あることでエドアブラ

ザメ Heptranchias perlo (Bonnaterre, 1788) の誤同定と考え

られる．したがって，地中海における H. nakamurai と H. 

vitulus の記録についてはさらなる検討が必要であると考え

られる．

宮崎大学に所蔵されていたサメ類標本の再同定から得られ
た新知見

宮崎大学農学部水産科学講座（MUFS）に所蔵されてい

た魚類標本は，現在すべて鹿児島大学総合研究博物館に

移管されている．本調査において，移管標本を整理した

ところ，九州・パラオ海嶺産ハシナガヤモリザメ Galeus 

longirostris Tachikawa and Taniuchi, 1987 の 1 標本［KAUM–

I. 177989 (MUFS 7076)］が確認された（Fig. 2; Table 1）．本

標本は前鼻長が眼径より長いこと，臀鰭・尾鰭間距離が眼

径より短いこと，口前吻長が口幅より長いこと，尾鰭上

葉前縁には肥大した歯状突起があること，および尾鰭下
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Fig. 2. Preserved specimen of Galeus longirostris from the Kyushu-Palau Ridge. KAUM–I. 177989, preserved male, 582 mm TL 
(A: lateral view; B: dorsal view; C: ventral view).



Ichthy 71 ǀ 2026 ǀ 6

Kurogi and Motomura — Hexanchus nakamurai from Mage-shima island and Miyazaki Prefecture

葉の黒色帯が不明瞭などの特徴が，Tachikawa and Taniuchi 

(1987)，吉野ほか（2013），および畑ほか（2024）が示し

た本種の標徴と一致した．畑ほか（2024）は本種の識別

形質として，ロレンチーニ瓶密集域後縁の長さが眼径の

52.4–62.2% であること，尾鰭上葉先端がわずかに湾入す

ること，および胸鰭腹面が黒いことを示した．本標本では

ロレンチーニ瓶密集域後縁の長さが眼径の 64.8% であっ

たが，これは種内変異であるとみなした．また，本標本で

は尾鰭上葉先端が湾入せず，ほぼ直線状であったことから，

本形質についても，既報よりも幅広い形態変異を示す可能

性があると考えられる．ハシナガヤモリザメはこれまで，

伊豆諸島，小笠原諸島，奄美大島，与論島，および沖縄諸

島から確認されており（畑ほか，2024），九州・パラオ海

嶺からの記録はないことから，本標本は同海域からの初記

録となる．

日向灘産魚類目録である Iwatsuki et al. (2017) は，ジン

ベ エ ザ メ Rhincodon typus Smith, 1828 と マ オ ナ ガ Alopias 

vulpinus (Bonnaterre, 1788) を除いたサメ類を標本に基づ

き記録したが，標本番号を明示しなかった．本研究にお

いて，移管標本を整理したところ，宮崎県串間市から採

集されたネムリブカ Triaenodon obesus (Rüppell, 1837) と

して標本台帳に記録されていた 1 標本［KAUM–I. 407219 

(MUFS 42290)］および日向灘から採集されたツマグロ

Carcharhinus melanopterus (Quoy and Gaimard, 1824) として

台帳に記録されていた 6 標本［KAUM–I. 194830, 194831, 

194832, 194833, 194836, 194859（ そ れ ぞ れ MUFS 6001, 

4008, 4000, 4205, 4299, 5519）］ が 確 認 さ れ た．MUFS 標

本台帳上においてネムリブカとツマグロとして記録され

ていた標本はこれらのみであったことから，上記の標本

が Iwatsuki et al. (2017) の両種の根拠標本であると判断し

た．本調査において標本の再同定を行ったところ，前者は

ドチザメ Triakis scyllium Müller and Henle, 1839 に，後者は

KAUM–I. 194859 がヤモリザメ Galeus eastmani Jordan and 

Synder (1904)，それ以外はすべてエイラクブカ Hemitriakis 

japanica (Müller and Henle, 1839) に再同定された．日向灘

からネムリブカを記録した文献は Iwatsuki et al. (2017) の

みであることから，本種の日向灘における唯一の記録は誤

同定であり，分布を示す証拠は存在しないと判断された．

また，山下ほか（2012）は Iwatsuki et al. (2017) が日向灘

と定義した鹿児島県太平洋域に面する肝付町内之浦から 3

標本（KAUM–I. 30436, 31525, 31526）をツマグロとして報

告したが，上記標本は小枝（2020）によってそれぞれ，カ

マストガリザメ Carcharhinus limbatus (Valenciennes, 1839)，

ドタブカ Carcharhinus obscurus (Lesueur, 1818)，ハナザメ

Carcharhinus brevipinna (Valenciennes, 1839) に再同定された

ため，ツマグロにおいても日向灘における記録は全て誤同

定であり，分布を示す証拠は存在しないと判断された．

MUFSに所蔵されていた調査標本　エイラクブカ（5

個 体： 全 長 145.3–259.7 mm）：KAUM–I. 194830， 雌， 全

長 244.7 mm，宮崎市青島，1976 年 7 月 16 日，宮崎大学；

KAUM–I. 194831，雌，全長 145.3 mm，KAUM–I. 194832，雄，

全 長 249.3 mm，KAUM–I. 194836， 雌， 全 長 234.4 mm，

宮崎県串間市，1975 年 7 月 17 日，宮崎大学；KAUM–I. 

194833，雄，全長 259.7 mm，宮崎市青島，1975 年 7 月 23

日，宮崎大学．ドチザメ（1 個体）：KAUM–I. 407219，雌，

全長 89.0 mm，宮崎県串間市毛久保漁港，2013 年 1 月 18

日，宮崎大学．ハシナガヤモリザメ（1 個体）：KAUM–I. 

177989，雄，全長 582.0 mm，九州・パラオ海嶺，1979 年

12 月 16 日 ?，宮崎大学．ヤモリザメ（1 個体）：KAUM–I. 

194859，雌，全長 234.7 mm，宮崎市青島，1975 年 3 月 17

日，宮崎大学．
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